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③学校と家庭
の課題

01 家庭等に
おける学習習

慣の定着

学校以外で学習を行う習慣が
ない児童生徒が増えており、家
庭学習時間の増加が学校・家
庭の共通の課題となっている。

これまでも、学校におい
て、放課後学習等の授業
以外の学習時間増加に
向けた取り組みを行って
いるが、家庭での学習時
間が全道全国平均を大
きく下回る結果（アンケー
ト調査より）となってい
る。

「放課後ふるびら塾」を毎週木曜日の放
課後（年間30回程度）に定期的に開催
し、3名の学習支援員を配置することで、
きめ細かな学習指導の充実を図る。ま
た、児童及び保護者に対し地域学校協働
活動（放課後ふるびら塾）への参加を呼
び掛け、登録者数の増加に努める。（前
年度登録者数30名）

学校以外で日常的に学習を行う
児童生徒が増える。

アンケート調査によ
り、学校以外で勉強
する児童生徒の割
合の増加を測る
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02　本
年度
の目

標値を
下回
り、取
組の
工夫・
改善
が求

められ
る

※仮申請時の現状の数値・本年度の目標値（8％・15％）に
ついては、令和５年度実績報告前に作成し、過去データによ
り算出したものであったため、令和５年度実績の結果を基に
実態に則した数値（41％・60％）に変更した。
「放課後ふるびら塾」を毎週木曜日の放課後に定期的に開
催し、3名の学習支援員を配置することで、きめ細かな学習
指導の充実を図り、児童の学習習慣の定着に一定の効果
が認められた。
一方で、アンケート結果からは、学習時間の増加を実感した
児童の数値が目標値に届かず、前年度と横ばいの数字で
あった。次年度からは、学校の宿題以外に算数ドリル等を活
用することで学習の充実を図る。

https://www.town.furubira.lg.jp/r
earing/detail.php?id=40

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和６年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R６年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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